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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービング高速ダウンリンク共有チャネル（ＨＳ－ＤＳＣＨ）セル変更を無線送受信ユ
ニット（ＷＴＲＵ）に実装する方法であって、
　ターゲットセル用に事前構成されたサービングセル情報を受信するステップと、
　測定報告を報告するステップと、
　高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）を前記ターゲットセル上でモニタリングする
ステップと、
　前記ターゲットセルを介したＨＳ－ＳＣＣＨ命令と、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変
更を前記ターゲットセルに示す、ソースセルを介した無線リソース制御（ＲＲＣ）再構成
メッセージと、のうちの１つを受信するステップと、
　前記ＲＲＣ再構成メッセージが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令より前に受信される場合、前記
ＲＲＣ再構成メッセージの受信されたすべての情報要素に基づいて動作し、前記ＨＳ－Ｓ
ＣＣＨ命令が前記ＲＲＣ再構成メッセージより前に受信される場合、前記事前構成された
サービングセル情報に基づいて動作するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＲＲＣ再構成メッセージが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信より前に受信されるとい
う条件で、前記ＷＴＲＵは、前記ターゲットセル上で前記ＨＳ－ＳＣＣＨのモニタリング
を停止することを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記ＷＴＲＵは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信の後に受信された前記ＲＲＣ再構成メ
ッセージを無視することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＲＲＣ再構成メッセージは、無線ベアラセットアップメッセージ、無線ベアラリリ
ースメッセージ、無線ベアラ再構成メッセージ、トランスポートチャネル再構成メッセー
ジ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの１つであることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＨＳ－ＳＣＣＨによって要求されたトランザクションを受け入れ、かつ、以下の条
件、すなわち、
　　変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮがＦＡＬＳＥに設定されてい
るという条件、
　　変数ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＳＴＡＲＴＥＤがＦＡＬＳＥに設定されているという
条件、
　　前記ＲＲＣ再構成メッセージがプロトコルエラーを含んでおらず、かつ変数ＰＲＯＴ
ＯＣＯＬ＿ＥＲＲＯＲ＿ＲＥＪＥＣＴがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、
　　テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　ＵＰＤＡ
ＴＥに設定された情報要素（ＩＥ）「メッセージタイプ」を有するエントリを含んでいな
いという条件、
　　前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約
されたメッセージタイプに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエントリを含ん
でいないという条件、
　　前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約
されたトランザクション識別子に設定された「ＲＲＣトランザクション識別子」を有する
エントリを含んでいないという条件、
　が合うという条件で、前記ターゲットセルを介して前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信する
と、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約されたＩＥ「メッセージタイプ」および「ＲＲＣトラン
ザクション識別子」をテーブル「受け入れられたトランザクション」に格納するステップ
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＲＲＣ再構成メッセージによって要求されたトランザクションを受け入れ、かつ、
以下の条件、すなわち、
　（１）変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮがＦＡＬＳＥに設定され
ているという条件、
　（２）変数ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＳＴＡＲＴＥＤがＦＡＬＳＥに設定されていると
いう条件、
　（３）前記ＲＲＣ再構成メッセージがプロトコルエラーを含んでおらず、かつ変数ＰＲ
ＯＴＯＣＯＬ＿ＥＲＲＯＲ＿ＲＥＪＥＣＴがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、
　（４）テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　ＵＰ
ＤＡＴＥに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエントリを含んでいないという
条件、
　（５）前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に
予約されたメッセージタイプに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエントリを
含んでいないという条件、
　（６）前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に
予約されたトランザクション識別子に設定される「ＲＲＣトランザクション識別子」を有
するエントリを含んでいないという条件、
　が合うという条件で、前記ＲＲＣ再構成メッセージのＩＥ「メッセージタイプ」および
「ＲＲＣトランザクション識別子」をテーブル「受け入れられたトランザクション」に格
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納するステップとをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＷＴＲＵは、前記事前構成されたサービングセル情報と衝突しない前記ＲＲＣ再構
成メッセージ内で受信されたサービングセルパラメータに基づいて動作することを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＷＴＲＵは、前記ＲＲＣ再構成メッセージの前に前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令が受信さ
れるという条件で、前記ＲＲＣ再構成メッセージに含まれるアクティベーション時間を無
視することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＷＴＲＵが前記ＲＲＣ再構成メッセージを受信していないという条件で、前記ＷＴ
ＲＵが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令のみを受信したという指示を有するＲＲＣ完了メッセージ
を送信するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信すると、変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡ
ＴＩＯＮをＴＲＵＥに設定するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項１１】
　サービング高速ダウンリンク共有チャネル（ＨＳ－ＤＳＣＨ）セル変更を行うように構
成された無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　データを送信するように構成されるトランスミッタと、
　データを受信するように構成されるレシーバと、
　前記トランスミッタおよび前記レシーバとの通信を行うプロセッサであって、ターゲッ
トセル用に事前構成されたサービングセル情報を受信し、測定報告を報告し、前記ターゲ
ットセル上で高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）をモニタリングし、前記ターゲッ
トセルを介したＨＳ－ＳＣＣＨ命令と、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更を前記ターゲ
ットセルに示す、ソースセルを介した無線リソース制御（ＲＲＣ）再構成メッセージと、
のうちの１つを受信し、前記ＲＲＣ再構成メッセージが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令より前に
受信されるという条件で前記ＲＲＣ再構成メッセージのすべての情報要素に基づいて動作
し、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令が前記ＲＲＣ再構成メッセージより前に受信されるという条
件で事前構成されたサービングセル情報に基づいて動作するプロセッサと
を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記ＲＲＣ再構成メッセージが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信より
前に受信されるという条件で、前記ターゲットセル上でのＨＳ－ＳＣＣＨのモニタリング
を停止することを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信の後で受信された前記ＲＲＣ再構成
メッセージを無視することを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記ＲＲＣ再構成メッセージは、無線ベアラセットアップメッセージ、無線ベアラリリ
ースメッセージ、無線ベアラ再構成メッセージ、トランスポートチャネル再構成メッセー
ジ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの１つであることを特徴とする請求項１
１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令によって要求されたトランザクションを受
け入れ、かつ、以下の条件、すなわち、
　　変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮがＦＡＬＳＥに設定されてい
るという条件、
　　変数ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＳＴＡＲＴＥＤがＦＡＬＳＥに設定されているという
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条件、
　　前記ＲＲＣ再構成メッセージがプロトコルエラーを含んでおらず、かつ変数ＰＲＯＴ
ＯＣＯＬ＿ＥＲＲＯＲ＿ＲＥＪＥＣＴがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、
　　テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　ＵＰＤＡ
ＴＥに設定された情報要素（ＩＥ）「メッセージタイプ」を有するエントリを含んでいな
いという条件、
　　前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約
されたメッセージタイプに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエントリを含ん
でいないという条件、
　　前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約
されたトランザクション識別子に設定された「ＲＲＣトランザクション識別子」を有する
エントリを含んでいないという条件、
　が合うという条件で、前記ターゲットセルを介して前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信する
と、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約されたＩＥ「メッセージタイプ」および「ＲＲＣトラン
ザクション識別子」を前記テーブル「受け入れられたトランザクション」に格納すること
を特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、前記ＲＲＣ再構成メッセージによって要求されたトランザクション
を受け入れ、かつ、以下の条件、すなわち、
　（１）変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮがＦＡＬＳＥに設定され
ているという条件、
　（２）変数ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＳＴＡＲＴＥＤがＦＡＬＳＥに設定されていると
いう条件、
　（３）前記ＲＲＣ再構成メッセージがプロトコルエラーを含んでおらず、かつ変数ＰＲ
ＯＴＯＣＯＬ＿ＥＲＲＯＲ＿ＲＥＪＥＣＴがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、
　（４）前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　
ＵＰＤＡＴＥに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエントリを含んでいないと
いう条件、
　（５）前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に
予約されたメッセージタイプに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエントリを
含んでいないという条件、
　（６）前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に
予約されたトランザクション識別子に設定された「ＲＲＣトランザクション識別子」を有
するエントリを含んでいないという条件、
　が合うという条件で、前記ＲＲＣ再構成メッセージのＩＥ「メッセージタイプ」および
「ＲＲＣトランザクション識別子」をテーブル「受け入れられたトランザクション」に格
納することを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、前記事前構成されたサービングセル情報と衝突しない前記ＲＲＣ再
構成メッセージ内で受信されたサービングセルパラメータに基づいて動作することを特徴
とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記ＲＲＣ再構成メッセージの前に前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令が受信
されるという条件で、前記ＲＲＣ再構成メッセージに含まれるアクティベーション時間を
無視することを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記ＷＴＲＵが前記ＲＲＣ再構成メッセージを受信していないとい
う条件で、前記ＷＴＲＵが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令のみを受信したという指示を有するＲ
ＲＣ完了メッセージを送信することを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
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　前記プロセッサは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信すると、変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥ
ＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮをＴＲＵＥに設定することを特徴とする請求項１１に記載の
ＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本アプリケーションは、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高速ダウンリンク・パケット・アクセス（ＨＳＤＰＡ：high speed downlink packet a
ccess）は、第三世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ:third generation partn
ership project）仕様のリリース５で導入された機能である。ＨＳＤＰＡは、３つの主要
な概念、即ち、適応変調およびコーディング（ＡＭＣ:adaptive modulation and coding
）と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ:hybrid automatic repeat request）を実装
する高速物理レイヤ再送信と、高速ノードＢスケジューリングと、を使用して、最大スペ
クトル効率を達成する。
【０００３】
　ハンドオーバーは、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ:wireless transmit/receive unit
）が、サービスを中断することなくあるセルから別のセルへと切り替わるプロセスである
。ＨＳＤＰＡにおいて、ＷＴＲＵは、「サービング高速ダウンリンク共有チャネル（ＨＳ
－ＤＳＣＨ：serving high speed downlink shared channel）セル」と呼ばれる高速共有
制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ：high speed shared control channel）を単一セル内で
モニタする。ハンドオーバーが発生する時、ＷＴＲＵは、新しいサービングＨＳ－ＤＳＣ
Ｈセル（ターゲットセル）に切り替えて古いサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル（ソースセル
）との通信を停止する必要がある。この手順は、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更と呼
ばれる。
【０００４】
　２種類のハンドオーバー即ち、同期ハンドオーバーと非同期ハンドオーバーとが存在す
る。非同期ハンドオーバーにおいて、ネットワークとＷＴＲＵは、リソースとスイッチを
同時にアクティベート（activate:活性化）しない。ＷＴＲＵのアクティベーション時間
は、「ｎｏｗ」に設定される。これによって、ハンドオーバー手順と関連付けられる遅延
は減少するが、データを損失する可能性が増える。
【０００５】
　同期ハンドオーバーにおいて、ネットワークとＷＴＲＵは、リソースの変更を同時に行
う。ネットワークは、アクティベーション時間を、スケジューリング遅延、再送信、構成
時間等のあらゆる種類の遅延を考慮に入れた保守的な値に設定しなければならない。同期
ハンドオーバーがデータ損失を最小限に抑えたとしても、それはかなりの遅延の結果とな
り得る。
【０００６】
　通常、無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）ハンドオーバー・メッセ
ージは、ソースセル経由でＷＴＲＵに送信される。サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更と
関連付けられる遅延によって、ハンドオーバー・メッセージの失敗が生じ、その結果、欠
落呼が許容できない割合になることもある。
【０００７】
　サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更手順の信頼性を改善するために、ターゲットセル情
報またはパラメータを事前構成することが提案されている。ソースセルまたはターゲット
セルのいずれかを介してネットワークがサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更コマンドを送
信することを可能にすることによって、ターゲットセル情報またはパラメータの事前構成
は、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更手順にロバスト性を付加する。ターゲットセルの
事前構成の使用は、アクティブセットの更新手順中にネットワークによって構成される。
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【０００８】
　ＷＴＲＵは、隣接セルの信号長を継続的に測定する。隣接セルの測定に基づいて、ＷＴ
ＲＵは、新しいセルの追加を要求するイントラ周波数測定結果を含むＭＥＡＳＵＲＥＭＥ
ＮＴ　ＲＥＰＯＲＴ　１Ａまたは１Ｃメッセージを、アクティブセット内に送信する。ア
クティブセットの更新手順の一部として、ＳＲＮＣは、個別物理チャネル用の新しい無線
リンクをターゲットノードＢ内に確立する。ＳＲＮＣは、次に、ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　
ＵＰＤＡＴＥメッセージをＷＴＲＵに送信する。ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　ＵＰＤＡＴＥメ
ッセージは、追加された無線リンク内に個別物理チャネルを確立することについての必要
な情報を含む。ＳＲＮＣがターゲットセルを事前構成することを決定する場合、ＡＣＴＩ
ＶＥＳＥＴ　ＵＰＤＡＴＥメッセージは、そのターゲットセル用のサービングＨＳ－ＤＳ
ＣＨセルに関連する構成（例えば、Ｈ－ＲＮＴＩ構成、ＨＳ－ＳＣＣＨ構成等）も含む。
ＷＴＲＵが新しい無線リンクを追加した時、ＷＴＲＵは、ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　ＵＰＤ
ＡＴＥ　ＣＯＭＰＬＥＴＥメッセージを返信する。
【０００９】
　ＷＴＲＵが最適セル(best cell)の変更を検出する時、ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＤＳＣＨサ
ービングセルの変更を要求するＭＥＡＳＵＲＥＭＥＮＴ　ＲＥＰＯＲＴ　１Ｄメッセージ
をターゲットセルに送信する。その報告は、測定された値およびセルアイデンティティ（
ＩＤ）を含む。ＷＴＲＵは、次に、ソースセル内でのＨＳ－ＳＣＣＨ（複数可）のモニタ
リングに加え、ターゲットセル内で、事前構成されたＨＳ－ＳＣＣＨ（複数可）のうちの
１つのモニタリングを開始する。
【００１０】
　このイベントを受信すると、サービングＲＮＣ（ＳＲＮＣ）は、新しいセルへのハンド
オーバーを行う決定をする。ＳＲＮＣは、コントローリングＲＮＣ（ＣＲＮＣ：controll
ing RNC）に対して、無線ネットワーク・サブシステム・アプリケーション・パート（Ｒ
ＮＳＡＰ：radio network subsystem application part）メッセージおよびノードＢアプ
リケーション・パート（ＮＢＡＰ：Node B application part）メッセージ経由で、ＨＳ
－ＤＳＣＨリソース（ＨＳ－ＤＳＣＨ無線ネットワーク一時識別子（Ｈ－ＲＮＴＩ：HS-D
SCH radio network temporary identity）、ＨＳ－ＳＣＣＨコード、ＨＡＲＱリソース等
）を、ターゲットセル内のＷＴＲＵに割り付けるよう要求する。ひとたびＨＳ－ＤＳＣＨ
リソースが予約されると、ＣＲＮＣは、それらのすべての情報をＳＲＮＣに提供し、今度
はＳＲＮＣが、ソースセルを介してＲＲＣハンドオーバー・メッセージをＷＴＲＵに送信
する。
【００１１】
　ＳＲＮＣは、ターゲットＨＳ－ＤＳＣＨセルと任意でアクティベーション時間とをＷＴ
ＲＵに示す、ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＳＥＴＵＰ（無線ベアラセットアップ）メッセ
ージ、ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ（無線ベアラ再構成
）メッセージ、ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ
（トランスポートチャネル再構成）メッセージ、または、ＰＨＹＳＩＣＡＬ　ＣＨＡＮＮ
ＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ（物理チャネル再構成）メッセージを送信できる
。ＲＲＣメッセージは、ＭＡＣ－ｈｓまたはＭＡＣ－ｅｈｓエンティティをリセットする
指示を含む、ターゲットＨＳ－ＤＳＣＨセル用の、トランスポートチャネルに関連するパ
ラメータの構成も含むことができる。
【００１２】
　並行して、ターゲットノードＢは、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更を開始するＨＳ
－ＳＣＣＨ命令（order）をターゲットセル内に送信できる。このＨＳ－ＳＣＣＨ命令を
、ＨＳ－ＤＳＣＨサービングセル変更命令、またはターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令と
呼ぶことができる。ＷＴＲＵがＲＲＣメッセージ（即ち、ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　Ｓ
ＥＴＵＰメッセージ、ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮメッ
セージ、ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮメッセ
ージ、またはＰＨＹＳＩＣＡＬ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮメッ
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セージ）を受信していない場合、ＷＴＲＵは、ターゲットセル内でＨＳ－ＳＣＣＨ命令を
受信すると、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更を実行する。
【００１３】
　ＷＴＲＵがサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更を完了した時、そのセル変更が、ＲＲＣ
メッセージをソースセル内で受信すること、または、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令をターゲットセ
ル内で受信することによってトリガされたかどうかにかかわらず、ＷＴＲＵは、ＲＡＤＩ
Ｏ　ＢＥＡＲＥＲ　ＳＥＴＵＰ　ＣＯＭＰＬＥＴＥメッセージ、ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥ
Ｒ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ　ＣＯＭＰＬＥＴＥメッセージ、ＴＲＡＮＳＰＯＲ
Ｔ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ　ＣＯＭＰＬＥＴＥメッセージ、
またはＰＨＹＳＩＣＡＬ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ　ＣＯＭＰ
ＬＥＴＥメッセージをネットワークに返信する。
【００１４】
　拡張サービングセル変更手順が使用される時、ネットワークは、ソースセルを介してＲ
ＲＣメッセージをＷＴＲＵに送信するように構成され、または、構成されるのであれば、
ターゲットセルを介してＨＳ－ＳＣＣＨ命令をＷＴＲＵに送信するように構成される。し
かしながら、ＲＲＣメッセージは、ソースセル内の無線状態の悪化に起因して上手く配信
されない場合もある。さらに、ＷＴＲＵがＲＲＣメッセージとターゲットセルＨＳ－ＳＣ
ＣＨ命令との両方を受信して、それらが互いに衝突（conflict）する時に問題が発生する
。例えば、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令が受信される時、ＷＴＲＵ内のＲＲＣエン
ティティは、要求された時間期間内（即ち、４０ミリ秒等）でサービングＨＳ－ＤＳＣＨ
セル変更を行うことになっている。しかしながら、ＲＲＣメッセージは、４０ミリ秒の上
限よりもずっと後で発生するアクティベーション時間として接続フレーム番号（ＣＦＮ：
connection frame number）を含むことがある。さらに、ＲＲＣメッセージは、事前構成
されたＨＳ－ＤＳＣＨパラメータと衝突し得る新しい構成パラメータを含むことがある。
これによって、ＷＴＲＵ内に曖昧性が生じ得る。ネットワーク側では、これによって、ネ
ットワークがＷＴＲＵの準備が完了したと見なしてデータをターゲットセルにリルートし
た時点では、そのネットワークは、ＷＴＲＵがどちらの構成を使用していてその再構成が
何時に行われるのか（即ち、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令後の４０ミリ秒間または
ＲＲＣメッセージで示されたアクティベーション時間）を知ることができないことから問
題が生じ得る。これは、ＷＴＲＵがＲＲＣメッセージを受信しなかった場合もあり、古い
事前構成パラメータを使用して再構成されたこともあり得るという事実による。さらに、
両方のメッセージが受信される場合、ＲＲＣエンティティ内でどのメッセージをどのよう
に処理するかについてのＷＴＲＵの動きが定義されなければならない。
【発明の概要】
【００１５】
　サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更のための方法および装置が開示される。ＷＴＲＵは
、事前構成されたサービングセル情報またはターゲットセルのパラメータをネットワーク
から受信する。ＷＴＲＵは、測定報告を報告して、ターゲットセルからＨＳ－ＳＣＣＨの
モニタリングを開始する。ＷＴＲＵは、ターゲットセルを介してＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受
信し、かつ／または、ソースセルを介してサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更をターゲッ
トセルに示すＲＲＣ再構成メッセージを受信することができる。ＷＴＲＵは、ＲＲＣ再構
成メッセージがターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令より前に受信される場合に、ＲＲＣ再
構成メッセージのすべての情報要素に基づいて動作し、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命
令がＲＲＣ再構成メッセージより前に受信される場合に、事前構成されたサービングセル
のパラメータに基づいて動作できる。ＷＴＲＵは、ＲＲＣ再構成メッセージがターゲット
セルＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信より前に受信されるという条件で、ターゲットセル上での
ＨＳ－ＳＣＣＨのモニタリングを停止できる。ＷＴＲＵは、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣ
Ｈ命令を受信した後に受信されたＲＲＣ再構成メッセージを無視できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
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　より詳細な理解は、添付図面とともに例として与えられた以下の説明から得られる。
【図１】無線通信システムを示す図である。
【図２】図１の無線通信システムのＷＴＲＵおよびノードＢの機能ブロック図である。
【図３】ＷＴＲＵがターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信した後にＲＲＣメッセージ
を無視する一実施形態に従って、ＲＲＣメッセージを処理する例示的なプロセスのフロー
図である。
【図４】ＷＴＲＵがＲＲＣメッセージを受信した後にターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令
を無視する一実施形態に従って、ＲＲＣメッセージを処理する例示的なプロセスのフロー
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下を言及する場合、用語「ＷＴＲＵ」は、ユーザ装置（ＵＥ）、移動局、固定式また
は移動式加入者ユニット、ページャ、携帯電話、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤ
Ａ）、コンピュータ、または無線環境において動作できるその他の種類のユーザデバイス
を含むが、これに限らない。以下を言及する場合、用語「ノードＢ」は、基地局、サイト
コントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、または無線環境において動作できるその他の
種類のインタフェーシングデバイスを含むが、これに限らない。
【００１８】
　以下、用語「事前構成されたサービングセル情報」は、アクティブセットの更新手順の
一部としてＷＴＲＵに提供されるサービングセルのパラメータまたは情報要素を示す、（
ＨＳ－ＳＣＣＨコード、ＨＡＲＱ情報、Ｈ－ＲＮＴＩ等の）ＨＳ－ＤＳＣＨパラメータ、
および任意には（Ｅ－ＤＣＨ絶対許可チャネル（Ｅ－ＡＧＣＨ：E-DCH absolute grant c
hannel）、Ｅ－ＤＣＨ無線ネットワーク一時識別子（Ｅ－ＲＮＴＩ：E-DCH radio networ
k temporary identity）、サービングセルＥ－ＤＣＨ相対許可チャネル（Ｅ－ＲＧＣＨ：
E-DCH relative grant channel）、及びＥ－ＤＣＨ　ＨＡＲＱインジケータチャネル（Ｅ
－ＨＩＣＨ：E-DCH HARQ indicator channel）等の）拡張個別チャネル（Ｅ－ＤＣＨ：en
hanced dedicated channel）パラメータを含むが、これに限らない。ひとたびターゲット
セルを介してハンドオーバーに対するＨＳ－ＳＣＣＨの命令が受信されると、事前構成さ
れたサービングセル情報によって、ＷＴＲＵがターゲットセルに対して高速サービングセ
ル変更を行うことが可能になる。用語「パラメータ」および「情報」または「情報要素」
をほとんど同じ意味で使用できる。以下、用語「ＨＳ－ＳＣＣＨ命令」、「ＨＳ－ＤＳＣ
Ｈサービングセル変更命令」および「ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令」をほとんど同
じ意味で使用できる。
【００１９】
　図１に、複数のＷＴＲＵ１１０、ノードＢ１２０、コントローリング無線ネットワーク
コントローラ（ＣＲＮＣ）１３０、サービング無線ネットワークコントローラ（ＳＲＮＣ
）１４０、およびコアネットワーク１５０を含む無線通信システム１００を示す。ノード
Ｂ１２０とＣＲＮＣ１３０をまとめて、ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（ＵＴ
ＲＡＮ：universal terrestrial radio access network）と呼ぶことができる。
【００２０】
　図１に示すように、ＷＴＲＵ１１０は、ノードＢ１２０との通信を行い、ノードＢ１２
０は、ＣＲＮＣ１３０およびＳＲＮＣ１４０との通信を行う。図１では、３つのＷＴＲＵ
１１０、１つのノードＢ１２０、１つのＣＲＮＣ１３０、および１つのＳＲＮＣ１４０を
示しているが、無線デバイスと有線デバイスを任意に組み合わせて、無線通信システム１
００に含むことができることに留意されたい。
【００２１】
　図２は、図１の無線通信システム１００のＷＴＲＵ１１０およびノードＢ１２０の機能
ブロック図である。図２に示すように、ＷＴＲＵ１１０は、ノードＢ１２０との通信を行
い、両方ともサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更を行う方法を行うように構成される。
【００２２】
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　典型的なＷＴＲＵに見られるコンポーネントに加え、ＷＴＲＵ１１０は、プロセッサ１
１５、レシーバ１１６、トランスミッタ１１７、メモリ１１８、およびアンテナ１１９を
含む。メモリ１１８は、オペレーティングシステム、アプリケーション等を含むソフトウ
ェアを格納するのに提供される。以下で開示される実施形態に従って、プロセッサ１１５
は、単独でまたはソフトウェアと関連付けてサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更の方法を
行うために提供される。レシーバ１１６およびトランスミッタ１１７は、プロセッサ１１
５との通信を行う。アンテナ１１９は、レシーバ１１６とトランスミッタ１１７の両方と
の通信を行って、無線データの送受信を容易にする。
【００２３】
　典型的な基地局に見られるコンポーネントに加え、ノードＢ１２０は、プロセッサ１２
５、レシーバ１２６、トランスミッタ１２７、メモリ１２８、およびアンテナ１２９を含
む。以下で開示される実施形態に従って、プロセッサ１２５は、サービングＨＳ－ＤＳＣ
Ｈセル変更の方法をサポートするように構成される。レシーバ１２６およびトランスミッ
タ１２７は、プロセッサ１２５との通信を行う。アンテナ１２９は、レシーバ１２６とト
ランスミッタ１２７の両方との通信を行って、無線データの送受信を容易にする。
【００２４】
　サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更手順の一部として、ネットワークは、ソースセルを
介して、最適セルの変更を命令してＷＴＲＵによって要求された構成パラメータ（即ち、
情報要素）を提供するＲＲＣメッセージをＷＴＲＵに送信する。ＲＲＣメッセージは、無
線ベアラ再構成メッセージ、無線ベアラセットアップまたは無線ベアラリリースメッセー
ジ、トランスポートチャネル再構成メッセージ、または物理チャネル再構成メッセージと
することができるが、これに限らない。以下、このようなＲＲＣメッセージを「ＲＲＣ再
構成メッセージ」と呼ぶ。
【００２５】
　ＲＲＣ再構成メッセージは、（ＨＳ－ＤＳＣＨパラメータおよびＥ－ＤＣＨパラメータ
等の）サービングセル情報のセットと、任意で、「ｎｏｗ」とは異なる、サービングＨＳ
－ＤＳＣＨセル変更のアクティベーション時間とを含むことができる。ＲＲＣ再構成メッ
セージに含まれるサービングセル情報は、事前構成されたサービングセル情報と同じにす
ることができる、または事前構成されたサービングセル情報とは異なる新しい情報を含む
ことができる。新しいサービングセル情報は、無線ベアラ情報要素、トランスポートチャ
ネルパラメータ、または物理チャネルパラメータを含むことができる。
【００２６】
　サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更中のＷＴＲＵの動きは、以下で開示される。
【００２７】
　ＷＴＲＵが、ターゲットセルを介してＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信する前にソースセルを
介してＲＲＣ再構成メッセージを受信する場合、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ再構成メッセージに
含まれる情報に従って再構成を行うことができ、続いて受信されたターゲットセルＨＳ－
ＳＣＣＨ命令を無視できる。アクティベーション時間がＲＲＣ再構成メッセージで指定さ
れる場合、ＷＴＲＵは、そのアクティベーション時間が満了してＷＴＲＵが新しいセルに
対して再構成されるまで、ターゲットセル内でのＨＳ－ＳＣＣＨのモニタリングを停止で
きる。
【００２８】
　あるいは、ＷＴＲＵが（「ｎｏｗ」とは異なる）アクティベーション時間を有するＲＲ
Ｃ再構成メッセージを受信したとしても、ひとたびＷＴＲＵがＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信
すると、ＷＴＲＵは、たとえそのアクティベーション時間がまだ達成されていなくても、
ターゲットセルに対する再構成を開始できる。新しいパラメータがＲＲＣ再構成メッセー
ジに含まれる場合、ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令が受信される場合、アクティベーシ
ョン時間の前にその新しいパラメータを適用できる。
【００２９】
　ＷＴＲＵが、ソースセルを介してＲＲＣ再構成メッセージを受信する前にターゲットセ
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ルを介してＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信する場合、ＷＴＲＵはただちに、ターゲットセルＨ
Ｓ－ＳＣＣＨ命令に基づいて動作して、そのターゲットセルに対する再構成手順を開始で
きる。ＲＲＣ再構成メッセージが受信される時、ＷＴＲＵは、そのＲＲＣ再構成メッセー
ジを復号し、そのＲＲＣ再構成メッセージに含まれるサービングセル情報が事前構成され
たサービングセル情報とは異なる場合、ＷＴＲＵは、再構成手順を停止して、そのＲＲＣ
再構成メッセージで提供された情報を適用できる。アクティベーション時間がＲＲＣ再構
成メッセージで提供される場合、ＷＴＲＵは、そのアクティベーション時間を無視して、
再構成をすぐに行うことができる。あるいは、ＷＴＲＵは、進行中の再構成を停止して、
ソースセルに戻り、アクティベーション時間が満了するのを待つことができる。
【００３０】
　あるいは、ＷＴＲＵは、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令のみに基づいて動作し、後
続のＲＲＣ再構成メッセージを無視できる。ＷＴＲＵは、事前構成されたサービングセル
情報に従って再構成でき、ＲＲＣ再構成メッセージで提供されたあらゆる新しいパラメー
タまたは情報を無視できる。
【００３１】
　あるいは、ＷＴＲＵは、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令に基づいて動作し、（たと
えＲＲＣ再構成メッセージが衝突するパラメータまたは情報を含んでも）事前構成された
サービングセル情報に従って再構成し、そのターゲットセル用に事前構成されたサービン
グセル情報の一部ではない、ＲＲＣ再構成メッセージ内の任意の新しいパラメータまたは
情報に基づいて動作できる。
【００３２】
　ソースセル内のチャネル状態の悪化に起因してＷＴＲＵがＲＲＣ再構成メッセージを受
信しない場合、ＷＴＲＵは、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信すると、ターゲッ
トセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令に基づいて動作して、再構成を行う。ひとたびその再構成が完
了すると、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ完了メッセージの準備および送信を行う。ＷＴＲＵは、タ
ーゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令のみが受信されたことをネットワークに示すことができ
る。この指示とともにＲＲＣ完了メッセージを受信した後、付加的な構成パラメータがそ
のＲＲＣ完了メッセージで送信された場合、ネットワークは、ＲＲＣ再構成メッセージを
再送信して、ＷＴＲＵが正しく再構成を行うことを保証することができる。任意で、ＷＴ
ＲＵは、ハンドオーバーが発生した時間を示すこともできる。これは、ネットワークがソ
ースセルから送受信される最後のパケットを判定して、それらのパケットを再送信するの
を支援できる。
【００３３】
　メッセージの優先度を定義することによって、その優先度に従って、ＷＴＲＵがＲＲＣ
再構成メッセージおよびターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令を処理できるようになる。
【００３４】
　一実施形態に従って、ＷＴＲＵを、受信した順にＲＲＣ再構成メッセージおよびターゲ
ットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令を処理するように構成できる。より詳細には、サービングＨ
Ｓ－ＤＳＣＨセル変更手順が、ＲＲＣ再構成メッセージおよびターゲットセルＨＳ－ＳＣ
ＣＨ命令のうちの１つによって開始された場合、ＷＴＲＵは、続いて受信されたメッセー
ジ（即ち、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令またはＲＲＣ再構成メッセージ）を無視で
き、現在のプロセスの実行を継続する。例えば、ＷＴＲＵが最初にターゲットセルＨＳ－
ＳＣＣＨ命令を受信する場合、ＷＴＲＵは、続いて受信されたＲＲＣ再構成メッセージを
無視して拒否できる、またはその逆も同様である。
【００３５】
　あるいは、ＲＲＣ再構成メッセージは、事前構成されたサービングセル構成に優先でき
る。より詳細には、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令がサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル
変更手順を開始したであろう場合にもかかわらず、ＷＴＲＵを、常にＲＲＣ再構成メッセ
ージに優先度を与えるように構成できる。ＲＲＣ再構成メッセージの受信の時点で、ＷＴ
ＲＵが、ターゲットセルを介したＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信によって開始された、進行中
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のサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更手順を有する場合、その進行中のサービングＨＳ－
ＤＳＣＨセル変更手順を停止でき、そのＲＲＣ再構成メッセージに関連付けられる動作を
実行できる。ＲＲＣ再構成メッセージが最初に受信される場合、ＷＴＲＵは、続いて受信
されたターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令を無視して、そのＲＲＣ再構成メッセージのみ
に基づいて動作できる。
【００３６】
　トランザクション識別子機構を使用して、ＷＴＲＵがどのメッセージを処理したかをネ
ットワークに知らせることを保証することができる。ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令
がすでに受信された場合、トランザクション識別子機構を使用して、ＷＴＲＵ　ＲＲＣエ
ンティティがＲＲＣ再構成メッセージの受信を無視することを保証する、またはその逆も
同様である。
【００３７】
　通常、ダウンリンク手順の呼び出し（invocation）を識別するために、ＲＲＣメッセー
ジ内の情報要素（ＩＥ：information element）「トランザクション識別子」を、ＲＲＣ
メッセージのＩＥ「メッセージタイプ」と一緒に使用できる。ＷＴＲＵは、最初のダウン
リンクＲＲＣメッセージ（例えば、無線ベアラ再構成）を用いてＲＲＣトランザクション
識別子を得る。ＷＴＲＵは、受信されたＲＲＣメッセージのＩＥ「メッセージタイプ」お
よび「ＲＲＣトランザクション識別子」に基づいて、トランザクションを受け入れるか、
または拒否する。ＩＥ「ＲＲＣトランザクション識別子」は、ＲＲＣメッセージ内に付加
されて、後続のＲＲＣメッセージが同じＲＲＣトランザクション識別子を有する場合、そ
のＲＲＣメッセージは拒否される。再構成メッセージの場合、ＲＲＣメッセージが同じメ
ッセージタイプを有する場合、そのＲＲＣメッセージは、異なるＲＲＣトランザクション
識別子を用いても拒否される。ひとたびＲＲＣ手順が完了すると、ＷＴＲＵは、オリジナ
ルメッセージのＲＲＣトランザクション識別子をＲＲＣ完了メッセージ内において送信す
る。
【００３８】
　現在、変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ内のＩＥ「メッセージタイプ」および「ＲＲＣトラ
ンザクション識別子」は、ダウンリンクＲＲＣメッセージが受信される時にのみ格納され
ている。一実施形態に従って、ＷＴＲＵは、ターゲットセルを介してＨＳ－ＳＣＣＨ命令
を受信すると、変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ内のＩＥ「メッセージタイプ」および「ＲＲ
Ｃトランザクション識別子」を格納する。「メッセージタイプ」を、次の、（１）例えば
、「ＨＳ－ＳＣＣＨ命令」等の新しいメッセージタイプ、（２）（「物理チャネル再構成
」または「トランスポートチャネル再構成」等の）既存のＲＲＣ再構成メッセージタイプ
、または（３）ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　ＵＰＤＡＴＥ、のうちの１つに設定できる。通常
のＨＳ－ＳＣＣＨ命令が「ＲＲＣトランザクション識別子」の値を含むことができないの
で、ＷＴＲＵ　ＲＲＣエンティティは、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信手順の
一部として「ＲＲＣトランザクション識別子」を暗示的に設定しなければならない。例え
ば、「ＲＲＣトランザクション識別子」を、任意の値（例えば、ゼロ）またはネットワー
クによって使用されない別の値に設定して、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約
できる。
【００３９】
　ＷＴＲＵが、ＲＲＣ再構成メッセージを受信するより前にターゲットセルＨＳ－ＳＣＣ
Ｈ命令を受信して、先に受信されたターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令に起因して、ＷＴ
ＲＵが、受信されたＲＲＣ再構成メッセージの「ＲＲＣトランザクション識別子」および
「メッセージタイプ」によって示されたトランザクションが起きていることを検出する場
合、ＷＴＲＵは、そのＲＲＣ再構成メッセージを無視して、進行中の再構成プロセスを継
続する。その他の場合、ＷＴＲＵは、そのトランザクションを受け入れる。
【００４０】
　ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信するより前にＲＲＣ再構成メッセージが受信
されて、ＷＴＲＵが、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令によって要求されたトランザク
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ションが起きていることを検出し（即ち、ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩ
ＯＮがＴＲＵＥに設定される）、任意で、変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内の「メッセー
ジタイプ」がＲＲＣ再構成のうちの１つに設定される場合、ＷＴＲＵは、ターゲットセル
ＨＳ－ＳＣＣＨ命令によって要求されたトランザクションを無視して、あたかもターゲッ
トセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令が受信されなかったかのように、進行中のプロセスを継続する
。その他の場合、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令によって要求されたトランザクショ
ンが受け入れられて、ＷＴＲＵは、変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内のターゲットセルＨ
Ｓ－ＳＣＣＨ命令に適用可能な「メッセージタイプ」および「ＲＲＣトランザクション識
別子」を設定する。任意で、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令によって要求されたトラ
ンザクションを受信して受け入れると、ＷＴＲＵは、変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦ
ＩＧＵＲＡＴＩＯＮをＴＲＵＥに設定する。
【００４１】
　ひとたび再構成手順が完了すると、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ完了メッセージを準備する。ト
ランザクションがターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令に対応した場合、ＷＴＲＵは、ＨＳ
－ＳＣＣＨ命令のみに使用されるそのＲＲＣトランザクション識別子あるいは付加的なＩ
Ｅを、ＲＲＣ完了メッセージに追加する。あるいは、そのターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ
命令に起因してサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更が発生した時、新しいＲＲＣメッセー
ジ（例えば、ＨＳ－ＳＣＣＨサービングセル変更（ＳＣＣ：serving cell change）完了
メッセージ）を定義して使用できる。
【００４２】
　サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更を扱うトランザクションを受け入れるまたは拒否す
るための例示的な手順を以下で開示する。
【００４３】
　図３は、ＷＴＲＵがターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信した後にＲＲＣメッセー
ジを無視する一実施形態に従って、ＲＲＣメッセージを処理する例示的なプロセスのフロ
ー図である。ＷＴＲＵは、ネットワークからＲＲＣメッセージを受信する（ステップ３０
２）。受信されたＲＲＣメッセージにＩＥ「ＲＲＣトランザクション識別子」が含まれる
場合、ＷＴＲＵは、受信されたＲＲＣメッセージが、ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＳＥＴ
ＵＰメッセージ、ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮメッセー
ジ、ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＲＥＬＥＡＳＥメッセージ、ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ　ＣＨ
ＡＮＮＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮメッセージ、またはＰＨＹＳＩＣＡＬ　Ｃ
ＨＡＮＮＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮメッセージのうちの１つであるかどうか
を判定する（ステップ３０４）。そうである場合、ステップ３０６において、ＷＴＲＵは
、以下の条件が合うかどうかを判定する。
【００４４】
　（１）変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮがＦＡＬＳＥに設定され
ているという条件。
【００４５】
　（２）変数ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＳＴＡＲＴＥＤがＦＡＬＳＥに設定されていると
いう条件。
【００４６】
　（３）受信されたメッセージがプロトコルエラーを含んでいなくて、変数ＰＲＯＴＯＣ
ＯＬ＿ＥＲＲＯＲ＿ＲＥＪＥＣＴがＦＡＬＳＥに設定されているという条件。
【００４７】
　（４）変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内のテーブル「受け入れられたトランザクション
」が、ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　ＵＰＤＡＴＥに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有
するエントリを含んでいないという条件。
【００４８】
　（５）変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内のテーブル「受け入れられたトランザクション
」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令に設定された「メッセージタイプ」を有するエントリを含んで



(13) JP 5302399 B2 2013.10.2

10

20

30

40

50

いないという条件（新しいメッセージタイプ「ＨＳ－ＳＣＣＨ命令」が定義されている場
合）。
【００４９】
　（６）変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内のテーブル「受け入れられたトランザクション
」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令に使用される予約されたトランザクションＩＤに設定される「
ＲＲＣトランザクション識別子」を有するエントリを含んでいないという条件（ＨＳ－Ｓ
ＣＣＨ命令トランザクションを区別するために新しいＲＲＣトランザクション識別子が定
義されている場合）。
【００５０】
　すべての条件（１）－（６）が合う場合、ＷＴＲＵは、トランザクションを受け入れて
、受信されたＲＲＣメッセージのＩＥ「メッセージタイプ」および「ＲＲＣトランザクシ
ョン識別子」を変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内のテーブル「受け入れられたトランザク
ション」に格納する（ステップ３０８）。条件（１）－（６）のうちのいずれかが合わな
い場合、ＷＴＲＵは、例えば、トランザクションを無視でき、あたかもＲＲＣメッセージ
が受信されなかったかのように、進行中のプロセスおよび手順を継続する（ステップ３１
０）。
【００５１】
　図４は、ＷＴＲＵがＲＲＣメッセージを受信した後にターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命
令を無視する一実施形態に従って、ＲＲＣメッセージを処理する例示的なプロセスのフロ
ー図である。ＷＴＲＵは、ターゲットセルを介してＨＳ－ＳＣＣＨを受信する（ステップ
４０２）。ＷＴＲＵが変数「ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ」を調べて、進行中の再構成があ
るがどうかを確認する。ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信すると、ステップ４０
４において、ＷＴＲＵは、以下の条件（１）－（６）のすべてが合うかどうかを判定する
。
【００５２】
　（１）変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮがＦＡＬＳＥに設定され
ているという条件。
【００５３】
　（２）変数ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＳＴＡＲＴＥＤがＦＡＬＳＥに設定されていると
いう条件。
【００５４】
　（３）受信されたメッセージがプロトコルエラーを含んでいなくて、変数ＰＲＯＴＯＣ
ＯＬ＿ＥＲＲＯＲ＿ＲＥＪＥＣＴがＦＡＬＳＥに設定されているという条件。
【００５５】
　（４）変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内のテーブル「受け入れられたトランザクション
」が、ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　ＵＰＤＡＴＥに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有
するエントリを含んでいないという条件。
【００５６】
　（５）変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内のテーブル「受け入れられたトランザクション
」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令に設定された「メッセージタイプ」を有するエントリを含んで
いないという条件（新しいメッセージタイプ「ＨＳ－ＳＣＣＨ命令」が定義されている場
合）。
【００５７】
　（６）変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内のテーブル「受け入れられたトランザクション
」が、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令に使用される予約されたトランザクションＩＤ
に設定される「ＲＲＣトランザクション識別子」を有するエントリを含んでいないという
条件（ＨＳ－ＳＣＣＨ命令トランザクションを区別するために新しいＲＲＣトランザクシ
ョン識別子が定義されている場合）。
【００５８】
　条件（１）－（６）のすべてが合う場合、ＷＴＲＵは、トランザクションを受け入れて
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、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に使用されるＩＥ「メッセージタイプ」および「トランザクショ
ン識別子」を変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳに格納する（ステップ４０６）。条件（１）
－（６）のうちのいずれかが合わない場合、ＷＴＲＵは、トランザクションを無視して、
あたかもターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令が受信されなかったかのように、進行中のプ
ロセスおよび手順を継続する（ステップ４０８）。
【００５９】
　アクティベーション時間がＲＲＣ再構成メッセージで提供されない場合、ネットワーク
は、ターゲットセルに対する再構成が、例えば、１または複数のターゲットセルＨＳ－Ｓ
ＣＣＨ命令の送信を４０ミリ秒以内で準備されると仮定するであろう。この時、ネットワ
ークは、ターゲットセルを介して送信を開始できるが、ＲＲＣ再構成メッセージが新しい
ＨＳ－ＤＳＣＨパラメータのセットを提供していた場合、ネットワークは、この時点では
、ＷＴＲＵがＲＲＣメッセージに基づくのか、それともターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命
令に基づいて動作するのかを認識していない。これによって、ネットワークが誤った構成
を使用することもあり、ＷＴＲＵが意図するデータを受信できないこともある。
【００６０】
　この問題を解決するために、制限を適用して、事前構成されたサービングセル情報とＲ
ＲＣ再構成メッセージで提供されたサービングセル情報との間の衝突を許可しないように
できる。衝突する情報がＷＴＲＵによって検出される場合、無効な構成が発生する。これ
は、ネットワークＲＲＣエンティティがアクティブセット更新の事前構成で提供された同
じサービングセル構成を送信することを要求するであろう。ネットワークは、ＲＲＣ再構
成メッセージを送信するが、アクティブセットの更新手順で事前構成されたＩＥを含むフ
ィールドが空白になり得る。ＲＲＣ再構成メッセージは、ネットワークによってハンドオ
ーバーが承認されたことのみをＷＴＲＵに確認する、簡易なメッセージとすることができ
る。付加的なＩＥが要求される場合（例えば、事前構成されたリソースの一部ではない無
線ベアラまたはトランスポートチャネルの他の再構成）、ＲＲＣ再構成メッセージは、そ
れらのパラメータを含むことができる。ネットワークがターゲットセルへのハンドオーバ
ーを行うことを決定した場合、ＲＲＣ再構成メッセージは、要求されたすべてのＩＥを含
んで、ＷＴＲＵがターゲットセルへのハンドオーバーを行うことを可能とすることができ
る。
【００６１】
　あるいは、このような制限が適用されずに、ネットワークは、ＷＴＲＵがＲＲＣメッセ
ージに基づくのか、それともＨＳ－ＳＣＣＨ命令に基づいて動作するのかを示すＲＲＣ完
了メッセージを待つことによって、ＷＴＲＵがどちらの構成を使用するかを判定できる。
これによって、時間を切り替えるパスが遅延し、そのサービスの中断による遅延が増加し
得る。あるいは、ネットワークは、両方の構成を試みることによって、ＷＴＲＵがどちら
の構成を使用するかを判定して、両方の構成を介してデータを送信することによって、ど
ちらの構成をＷＴＲＵが使用するかを検出して、どちらの構成でＷＴＲＵがデータを正し
く受信するかを検出できる。
【００６２】
　衝突する再構成が発生して、ＷＴＲＵが衝突する再構成を有することが許可されない場
合、トランザクション識別子機構を使用してＲＲＣ手順を拒否することができる。より詳
細には、衝突する構成がある場合、ＷＴＲＵは、変数ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮＳ内のテー
ブル「拒否されたトランザクション」内に「ＲＲＣトランザクション識別子」を設定する
。ＷＴＲＵは、次に、ＲＲＣ失敗メッセージをネットワークに送信する。
【００６３】
　ネットワークは、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更の同期ハンドオーバーを行い、か
つ、ＲＲＣ再構成メッセージでアクティベーション時間を提供する選択肢を有する。この
場合、ＷＴＲＵは、そのアクティベーション時間までサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更
を行ってはならない。しかしながら、最初にＨＳ－ＳＣＣＨ命令がＷＴＲＵ　ＲＲＣエン
ティティに受信される場合、ＷＴＲＵが使用しなければならないアクティベートは曖昧に
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なる。さらに、ネットワークは、ＷＴＲＵがＲＲＣ再構成メッセージを受信したかどうか
、および、ＷＴＲＵが所定のアクティベーション時間に、または、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令後
の４０ミリ秒間にハンドオーバーを行うかどうかを知ることもできない。これによって、
ネットワークの再構成が早すぎる場合、付加的な遅延およびデータの潜在的な損失が生じ
得る。
【００６４】
　一実施形態に従って、同期ハンドオーバーは、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更を許
可されることができない。より詳細には、ターゲットセル構成が事前ロードされている場
合、イベント１Ｄをトリガした後でＷＴＲＵは、「ｎｏｗ」とは異なるアクティベーショ
ン時間を予期しない。「ｎｏｗ」とは異なるアクティベーション時間がＲＲＣ再構成メッ
セージで提供される場合、ＷＴＲＵの動きは指定されない、または、無効な構成の結果と
なる。あるいは、アクティベーション時間が「ｎｏｗ」とは異なる場合、ＷＴＲＵは、そ
のアクティベーション時間を無視して、ターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信すると
ハンドオーバーを行うことができる。ネットワークは、非同期ハンドオーバーのみを行う
ことができる。
【００６５】
　あるいは、ネットワークは、アクティベーション時間を送信することが可能であるが、
ネットワークは、ターゲットノードＢを構成して、所定のアクティベーション時間または
そのアクティベーション時間が満了するよりＸミリ秒前にターゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ
命令を送信する。ここでのＸは、再構成要求時間（即ち、４０ミリ秒）および任意で、タ
ーゲットセルＨＳ－ＳＣＣＨ命令が繰り返される回数に基づいて判定される。
【００６６】
　ＲＲＣ再構成メッセージは、事前構成されたサービングセルパラメータの一部としてま
ったく与えられていない無線ベアラパラメータのセットを含むことができる。例えば、こ
のことはＳＲＮＣの再配置（relocation）が発生する場合に起こり得る。この場合、ＷＴ
ＲＵは、できるだけ早く、またはあるのなら所定のアクティベーション時間に新しいパラ
メータを適用しなければならない。ＲＲＣ再構成メッセージがＷＴＲＵによって受信され
ない、またはそれがトランザクション識別子機構に起因して無視される場合、ネットワー
クは、ＷＴＲＵがそれらのパラメータを再構成したかどうかを認識しないであろう。新し
いパラメータを用いて再構成が起きるかどうかを判定するＲＲＣ完了メッセージを待つ代
わりに、ネットワークは、再構成が完了していることをネットワークが判定するとすぐに
、ＲＲＣ再構成メッセージが付加的なサービングセルパラメータを含む場合にターゲット
セルを介してそのＲＲＣ再構成メッセージを再送信できる。これは、同じＲＲＣトランザ
クション識別子を使用してソースセルを介して送信されたメッセージと同じであり得る。
ＷＴＲＵがこのメッセージをすでに受信していて再構成を行った場合、ＷＴＲＵは、その
ＲＲＣ再構成メッセージを無視し、それに基づいて動作してはならない。
【００６７】
＜実施形態＞
１．サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更をＷＴＲＵに実装することを特徴とする方法。
【００６８】
２．ターゲットセル用に事前構成されたサービングセル情報を受信することを備えること
を特徴とする実施形態１における方法。
【００６９】
３．測定報告を報告することを備えることを特徴とする実施形態２における方法。
【００７０】
４．ＨＳ－ＳＣＣＨを前記ターゲットセル上でモニタリングすることを備えることを特徴
とする実施形態２乃至３のいずれかにおける方法。
【００７１】
５．前記ターゲットセルを介したＨＳ－ＳＣＣＨ命令と、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル
変更を前記ターゲットセルに示す、ソースセルを介したＲＲＣ再構成メッセージと、のう
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ちの１つを受信することを備えることを特徴とする実施形態２乃至４のいずれかにおける
方法。
【００７２】
６．前記ＲＲＣ再構成メッセージが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令より前に受信される場合、前
記ＲＲＣ再構成メッセージの受信されたすべての情報要素に基づいて動作すること、およ
び前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令が前記ＲＲＣ再構成メッセージより前に受信される場合、前記
事前構成されたサービングセル情報に基づいて動作することを備えることを特徴とする実
施形態５における方法。
【００７３】
７．前記ＲＲＣ再構成メッセージが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信より前に受信されると
ういう条件で、前記ＷＴＲＵは、前記ターゲットセル上で前記ＨＳ－ＳＣＣＨのモニタリ
ングを停止することを特徴とする実施形態４乃至６のいずれかにおける方法。
【００７４】
８．前記ＷＴＲＵは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信の後に受信された前記ＲＲＣ再構成
メッセージを無視することを特徴とする実施形態５乃至７のいずれかにおける方法。
【００７５】
９．前記ＲＲＣ再構成メッセージは、無線ベアラセットアップメッセージ、無線ベアラリ
リースメッセージ、無線ベアラ再構成メッセージ、トランスポートチャネル再構成メッセ
ージ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの１つであることを特徴とする実施形
態５乃至８のいずれかにおける方法。
【００７６】
１０．前記ＨＳ－ＳＣＣＨによって要求されたトランザクションを受け入れること、およ
び以下の条件即ち、変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮがＦＡＬＳＥ
に設定されているという条件、変数ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＳＴＡＲＴＥＤがＦＡＬＳ
Ｅに設定されているという条件、前記ＲＲＣ再構成メッセージがプロトコルエラーを含ん
でいなくて、変数ＰＲＯＴＯＣＯＬ＿ＥＲＲＯＲ＿ＲＥＪＥＣＴがＦＡＬＳＥに設定され
ているという条件、テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＡＣＴＩＶＥＳＥ
Ｔ　ＵＰＤＡＴＥに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエントリを含んでいな
いという条件、前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命
令用に予約されたメッセージタイプに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエン
トリを含んでいないという条件、前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、
ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約されたトランザクション識別子に設定された「ＲＲＣトラン
ザクション識別子」を有するエントリを含んでいないという条件、が合うという条件で、
前記ターゲットセルを介して前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信すると、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令
用に予約されたＩＥ「メッセージタイプ」および「ＲＲＣトランザクション識別子」をテ
ーブル「受け入れられたトランザクション」に格納することをさらに備えることを特徴と
する実施形態５乃至９のいずれかにおける方法。
【００７７】
１１．前記ＲＲＣ再構成メッセージによって要求されたトランザクションを受け入れるこ
と、および以下の条件即ち、（１）変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯ
ＮがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、（２）変数ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＳＴ
ＡＲＴＥＤがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、（３）前記ＲＲＣ再構成メッセー
ジがプロトコルエラーを含んでいなくて、変数ＰＲＯＴＯＣＯＬ＿ＥＲＲＯＲ＿ＲＥＪＥ
ＣＴがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、（４）前記テーブル「受け入れられたト
ランザクション」が、ＡＣＴＩＶＥＳＥＴ　ＵＰＤＡＴＥに設定されたＩＥ「メッセージ
タイプ」を有するエントリを含んでいないという条件、（５）前記テーブル「受け入れら
れたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約されたメッセージタイプに設定
されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエントリを含んでいないという条件、（６）前
記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約された
トランザクション識別子に設定される「ＲＲＣトランザクション識別子」を有するエント
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リを含んでいないという条件、が合うという条件で、前記ＲＲＣ再構成メッセージのＩＥ
「メッセージタイプ」および「ＲＲＣトランザクション識別子」をテーブル「受け入れら
れたトランザクション」に格納することをさらに備えることを特徴とする実施形態５乃至
９のいずれかにおける方法。
【００７８】
１２．前記ＷＴＲＵは、前記事前構成されたサービングセル情報と衝突しない前記ＲＲＣ
再構成メッセージ内で受信されたサービングセルパラメータに基づいて動作することを特
徴とする実施形態６乃至１１のいずれかにおける方法。
【００７９】
１３．前記ＷＴＲＵは、前記ＲＲＣ再構成メッセージの前に前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令が受
信されるという条件で、前記ＲＲＣ再構成メッセージに含まれるアクティベーション時間
を無視することを特徴とする実施形態６乃至１２のいずれかにおける方法。
【００８０】
１４．前記ＷＴＲＵが前記ＲＲＣ再構成メッセージを受信していないという条件で、前記
ＷＴＲＵが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令のみを受信したという指示を有するＲＲＣ完了メッセ
ージを送信することをさらに備えることを特徴とする実施形態６乃至１３のいずれかにお
ける方法。
【００８１】
１５．前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信すると、変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵ
ＲＡＴＩＯＮをＴＲＵＥに設定することをさらに備えることを特徴とする実施形態６乃至
１４のいずれかにおける方法。
【００８２】
１６．ＨＳ－ＳＣＣＨセル変更を行うように構成されることを特徴とするＷＴＲＵ。
【００８３】
１７．無線データを送信するように構成されるトランスミッタを備えることを特徴とする
実施形態１６におけるＷＴＲＵ。
【００８４】
１８．無線データを受信するように構成されるレシーバを備えることを特徴とする実施形
態１６乃至１７のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
【００８５】
１９．ターゲットセル用に事前構成されたサービングセル情報を受信し、測定報告を報告
し、前記ターゲットセル上でＨＳ－ＳＣＣＨをモニタリングし、前記ターゲットセルを介
したＨＳ－ＳＣＣＨ命令と、前記ソースセルを介したサービングＨＳ－ＤＳＣＨセル変更
を前記ターゲットセルに示すＲＲＣ再構成メッセージとのうちの１つを受信し、前記ＲＲ
Ｃ再構成メッセージが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令より前に受信されるという条件で前記ＲＲ
Ｃ再構成メッセージのすべての情報要素に基づいて動作すること、および、前記ＨＳ－Ｓ
ＣＣＨ命令が前記ＲＲＣ再構成メッセージより前に受信されるという条件で事前構成され
たサービングセル情報に基づいて動作するために、前記トランスミッタおよび前記レシー
バとの通信を行うプロセッサを備えることを特徴とする実施形態１６乃至１８のいずれか
におけるＷＴＲＵ。
【００８６】
２０．前記プロセッサは、前記ＲＲＣ再構成メッセージが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信
より前に受信されるという条件で、前記ターゲットセル上でのＨＳ－ＳＣＣＨのモニタリ
ングを停止することを特徴とする実施形態１９におけるＷＴＲＵ。
【００８７】
２１．前記プロセッサは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令の受信の後で受信された前記ＲＲＣ再
構成メッセージを無視することを特徴とする実施形態１９乃至２０のいずれかにおけるＷ
ＴＲＵ。
【００８８】
２２．前記ＲＲＣ再構成メッセージは、無線ベアラセットアップメッセージ、無線ベアラ
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リリースメッセージ、無線ベアラ再構成メッセージ、トランスポートチャネル再構成メッ
セージ、および物理チャネル再構成メッセージのうちの１つであることを特徴とする実施
形態１９乃至２１のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
【００８９】
２３．前記プロセッサは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令によって要求されたトランザクション
を受け入れる、および以下の条件即ち、変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴ
ＩＯＮがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、変数ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＳＴＡ
ＲＴＥＤがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、前記ＲＲＣ再構成メッセージがプロ
トコルエラーを含んでいなくて、変数ＰＲＯＴＯＣＯＬ＿ＥＲＲＯＲ＿ＲＥＪＥＣＴがＦ
ＡＬＳＥに設定されているという条件、前記テーブル「受け入れられたトランザクション
」が、ＡＣＴＩＶＥＳＥＴ　ＵＰＤＡＴＥに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有す
るエントリを含んでいないという条件、前記テーブル「受け入れられたトランザクション
」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約されたメッセージタイプに設定されたＩＥ「メッセー
ジタイプ」を有するエントリを含んでいないという条件、前記テーブル「受け入れられた
トランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約されたトランザクション識別子に設
定される「ＲＲＣトランザクション識別子」を有するエントリを含んでいないという条件
、が合うという条件で、前記ターゲットセルを介して前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信する
と、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約されたＩＥ「メッセージタイプ」および「ＲＲＣトラン
ザクション識別子」をテーブル「受け入れられたトランザクション」に格納することを特
徴とする実施形態１９乃至２２のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
【００９０】
２４．前記プロセッサは、前記ＲＲＣ再構成メッセージによって要求されたトランザクシ
ョンを受け入れる、および以下の条件即ち、（１）変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿ＲＥＣＯＮＦＩ
ＧＵＲＡＴＩＯＮがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、（２）変数ＣＥＬＬ＿ＵＰ
ＤＡＴＥ＿ＳＴＡＲＴＥＤがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、（３）前記ＲＲＣ
再構成メッセージがプロトコルエラーを含んでいなくて、変数ＰＲＯＴＯＣＯＬ＿ＥＲＲ
ＯＲ＿ＲＥＪＥＣＴがＦＡＬＳＥに設定されているという条件、（４）前記テーブル「受
け入れられたトランザクション」が、ＡＣＴＩＶＥＳＥＴ　ＵＰＤＡＴＥに設定されたＩ
Ｅ「メッセージタイプ」を有するエントリを含んでいないという条件、（５）前記テーブ
ル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令用に予約されたメッセー
ジタイプに設定されたＩＥ「メッセージタイプ」を有するエントリを含んでいないという
条件、（６）前記テーブル「受け入れられたトランザクション」が、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令
用に予約されたトランザクション識別子に設定される「ＲＲＣトランザクション識別子」
を有するエントリを含んでいないという条件、が合うという条件で、前記ＲＲＣ再構成メ
ッセージのＩＥ「メッセージタイプ」および「ＲＲＣトランザクション識別子」をテーブ
ル「受け入れられたトランザクション」に格納することを特徴とする実施形態１９乃至２
２のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
【００９１】
２５．前記プロセッサは、前記事前構成されたサービングセル情報と衝突しない前記ＲＲ
Ｃ再構成メッセージ内で受信されたサービングセルパラメータに基づいて動作することを
特徴とする実施形態１９乃至２４のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
【００９２】
２６．前記プロセッサは、前記ＲＲＣ再構成メッセージの前に前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令が
受信されるという条件で、前記ＲＲＣ再構成メッセージに含まれるアクティベーション時
間を無視することを特徴とする実施形態１９乃至２５のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
【００９３】
２７．前記プロセッサは、前記ＷＴＲＵが前記ＲＲＣ再構成メッセージを受信していない
という条件で、前記ＷＴＲＵが前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令のみを受信したという表示を有す
るＲＲＣ完了メッセージを送信することを備えることを特徴とする実施形態１９乃至２６
のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
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【００９４】
２８．前記プロセッサは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信すると、変数ＯＲＤＥＲＥＤ＿
ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮをＴＲＵＥに設定することをさらに備えることを特徴と
する実施形態１９乃至２７のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
【００９５】
　特徴および要素について、特定の組み合わせにおいて上述しているが、それぞれの特徴
または要素を、他の特徴および要素を用いずに単独で、または他の特徴および要素の有無
にかかわらずさまざまな組み合わせにおいて使用することができる。本明細書で提供され
た方法またはフローチャートを、汎用コンピュータまたはプロセッサが実行するためのコ
ンピュータ可読ストレージ媒体に組み込まれる、コンピュータプログラム、ソフトウェア
、またはファームウェアに実装できる。コンピュータ可読ストレージ媒体の例では、読み
出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュ
メモリ、半導体メモリデバイス、内部ハードディスクおよびリムーバブルディスク等の磁
気媒体、磁気光媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（Ｄ
ＶＤ）等の光媒体を含む。
【００９６】
　適するプロセッサは、例を挙げると、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセ
ッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
動する１または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定
用途集積回路（ＡＳＩＣ）、現場プログラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、その他
の種類の集積回路（ＩＣ）、および／またはステートマシンを含む。
【００９７】
　ソフトウェアと連動するプロセッサを使用して、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユ
ーザ機器（ＵＥ）、端末、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、または任
意のホストコンピュータに使用するための無線周波数トランシーバを実装できる。ＷＴＲ
Ｕを、カメラ、ビデオカメラモジュール、ビデオフォン、スピーカフォン、振動デバイス
、スピーカ、マイクロフォン、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、キーボ
ード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、
液晶表示（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレ
イユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュー
ル、インターネットブラウザ、および／または任意の無線ローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）または超広帯域（ＵＷＢ）モジュール等のハードウェアおよび／またはソフト
ウェアに実装されるモジュールとともに使用できる。
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